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１．被害の概要 

十勝、日高支庁を中心とする 6 市 23 町 1 村で約

16,000 戸が断水となった。断水の原因は、2 つの

町で水の濁り発生に伴う供給停止、1 市で停電によ

るポンプトラブルによるものであったが、残りは

水道管（導水管、送水管、配水管）の被害による

ものである。ほとんどの市町村では地震発生の 9

月 26 日中に断水は解消したが、池田町、豊頃町お

よび浦河町では断水解消に数日を要し、その間、

自衛隊の給水車や消防車などによる応急給水がな

された。 

豊頃町では配水池付近の送水管が破損するなど管

路の被害が大きく、全戸約 1,500 世帯が断水とな

り、町内全域で断水が解消されたのは 10 月 3 日で

あった。浦河町でも送水管が破損し配水池が空に

なり、6,368 戸（全戸の 87%）で断水した。町内全

戸に給水が再開されたのは 9 月 30 日であった。ま

た、池田町では全戸約 3,000 世帯が断水となった。

同町の水道は全量を十勝中部広域水道企業団から

受水しており、その送水管の１カ所から漏水が発

生し、供給を受けている 2 カ所の配水池が空にな

り断水を招いた。町内全域への給水を再開したの

は 9月 29 日であった。  

十勝・日高支庁内の主な町と釧路市、釧路町の管

路被害件数を管種ごとに集計した結果を表-1 に示

す。ダクタイル管(DIP)の一般継手の被害は継手の

抜け出しによるものであった（写真-1）。また、耐

震性が考慮された継手は十勝・日高支庁内および釧

路市で約 30km 布設されていたが被害はなかった。

硬質塩化ビニル管(VP)の被害は、TS（接着）継手お

よび RR（ゴム輪）継手の両方において、継手の抜

け出しや破損（写真-2）および管体破損によるもの

であった。石綿セメント管(ACP)の被害は、継手の

抜け出し（写真-3）や破損および管体破損によるも

のであった。また、被害件数は豊頃町、浦河町が他

の市町に比べて多く、被害率は豊頃町で 0.238 件

/km、浦河町で 0.125 件/km であった。以下に、豊
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DIP
(一般継手)

VP ACP その他＊１ 計

田町 3 2 4 0 9 169 0.

頃町 21 23 5 9 58 244 0.238

幌町 0 3 0 1 4 241 0.

河町 5 9 2 6 22 176 0.125

石町 1 0 1 0 2 85 0.

内町 0 3 0 0 3 172 0.

路市 3 0 0 5 8 844 0.

路町 3 4 0 1 8 115 0.

中町 0 3 0 1 4 113 0.

形態 継手抜け
継手(RR,TS)
　抜け、破損
管体破損

継手抜け
管体破損 － －

*1 

*2 「平成１３年度　水道統計」（日本水道協会）、「平成１２年度　全国簡易水道統計」（全国簡易水道協議会）
および事業体の資料による

SGP、属具などの被害

被害件数
管路延長＊２

(km)
被害率
(件/km)

表-1 主な事業体での管種別被害件数および被害形態

町と
写真-1 φ75 DIP の T 形継手の抜け 
浦河町の被害状況を述べる。 

写真-2 φ75 VP の RR 継手の破損 



 

 

 

２．豊頃町の被害状況 

豊頃町では、本震の震度が 6 弱であった。表-1

に示したように、管路被害は全部で 58 件である。 

図-1 に被害の多かった地域での被害箇所を示す。

十勝川下流域の道道 911 号線に沿った管路で多く

の被害が発生した。管路は道路下ではなく道路に

沿った極めて軟弱な泥炭地に埋設されている。こ

の地域の道道 911 号線は、切土、盛土の境界あた

りで亀裂や段差および路側の崩壊などの大きな被

害を受けていた。図-1 に示すように管路被害の多

くは、11 月上旬に道路復旧工事が実施されている

箇所で発生していた。この区間の下流域に大津地

区があり、1 本の管路で結ばれていたことから、こ

の区間の復旧の遅れが大津地区の断水の長期化に

直接影響を及ぼした。 
 
３．浦河町の被害状況 

浦河町では余震で最大震度 6 弱を記録した。被

害件数は表-1 に示したように全部で 22 件である。

被害箇所を図-2 に示す。断水に大きな影響を与え

た送水管φ400、φ300 の被害は、軟弱な泥炭地や

道路の盛土部で発生した。図-2 には 1982 年浦河沖

地震（浦河町の震度 6）での被害箇所も示されてい

る１）。同地震では 69 件の被害が発生したのに対し

て、今回は 22 件と被害が少なく、特に市街地での

被害が減少している。同町では図-3 に示すように

1982 年浦河沖地震を契機に、耐震性に劣る石綿セ

メント管(ACP)や鋳鉄管(CIP)を約 25ｋｍほど更新

してきた（全管路延長の約 20%）。地震動の強さに

若干の違いがあると思われるが、これらの耐震性向

上に向けた管路更新の効果も被害件数が少なくなっ

た理由の 1つと考えられる。 写真-3 φ150 ACP の継手の抜け 

  

４．まとめ 

上水道被害の特徴をまとめると以下のようであ

る。 
1) 軟弱な泥炭地や盛土造成地などでの管路被害が

多かった。 
2) 耐震性が考慮された継手を有する管路には被害

が生じなかった。 

3) 耐震性に劣る石綿セメント管や鋳鉄管の布設替

えを進めてきた効果として、過去の地震に比べ

て被害が少なかった事例がいくつか見られた。 

4) 送水管の被害や枝状の管路における被害が、そ

の下流域の断水を長引かせる原因となった。水

張りしなくても被害箇所が発見できる方法の開

発が望まれる。 
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図-1 豊頃町の主な管路被害位置 
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図-2 浦河町の主な管路被害位置と 1982 年浦河沖地震のときの被害発生位置 

 

 
 
 
 

 1982 年浦河沖地震以降に

布設されたダクタイル管路 

石綿セメント管 

塩化ビニル管 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-3 1982 年浦河沖地震以降に布設されたダクタイル管路位置 
 
 

 


